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ク
ロ
ー
ジ
ン
グ・イ
ベ
ン
ト
を

県
立
音
楽
堂
で
開
催 

　

国
連
が
定
め
た
「
国
際
生
物
多
様
性

年
」で
あ
っ
た
昨
年
、
生
物
多
様
性
条
約

第
10
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
を
は

じ
め
、
世
界
中
で
生
物
多
様
性
を
守
る

取
り
組
み
や
記
念
行
事
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
１
年
を
総
括
す
る
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
を
昨
年
12
月
、県
立

音
楽
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、平
成
20
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９（
ド

イ
ツ
・
ボ
ン
市
）で
ス
ピ
ー
チ
を
行
う

な
ど
、
谷
本
知
事
を
先
頭
に
し
た
積
極

的
な
誘
致
が
実
っ
た
も
の
と
言
え
ま

す
。
昨
年
9
月
に
も
知
事
が
カ
ナ
ダ
・

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
生
物
多
様
性
条
約

事
務
局
を
訪
ね
、
ジ
ョ
グ
ラ
フ
事
務
局

長
や
職
員
の
方
々
に
里
山
里
海
の
利
用

保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
古
く
か
ら
人
の
手
が
入
る

国
連
大
学
と
連
携
し
、能
登
を

世
界
農
業
遺
産
に
推
薦 

　

羽
咋
市
以
北
の
４
市
４
町
で
は
昨
年
12

月
、
国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認

定
す
る「
世
界
農
業
遺
産
」
に
、
能
登
の
里

山
里
海
を
申
請
し
ま
し
た
。
世
界
農
業
遺

産
は
、
農
業
関
連
の
世
界
的
に
重
要
な
地

域
資
源
を
未
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
県
で
は
国

や
国
連
大
学
高
等
研
究
所
い
し
か
わ
・
か

な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ
ニ
ッ
ト

と
連
携
し
、
国
内
第
１
号
の
認
定
を
目
指

し
て
各
市
町
と
と
も
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

　

県
で
は
、世
界
農
業
遺
産
の
登
録
を
弾
み

に
輪
島
市
の
千
枚
田
な
ど
の
農
業
景
観
は

も
ち
ろ
ん
、珠
洲
市
の
揚

げ
浜
式
製
塩
な
ど
の
伝

統
的
技
術
、あ
え
の
こ
と

や
キ
リ
コ
祭
り
と
い
っ

た
能
登
の
人
々
が
守
り

続
け
て
き
た
里
山
里
海

に
ま
つ
わ
る
営
み
を
総

合
的
に
国
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。さ

ら
に
、４
市
４
町
と
力
を

合
わ
せ
て
、里
山
保
全
活

動
や
観
光
誘
客
の
促
進
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
と
で
維
持
さ
れ
て
き
た
本
県
の
里
山

里
海
の
魅
力
や
活
動
を
国
際
舞
台
で
発

信
。
世
界
の
研
究
者
や
国
連
関
係
者
な

ど
の
注
目
を
集
め
、今
年
の「
国
際
森
林

年
」
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
５
月
か
ら
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
名
誉

大
使
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
が
県
森
林
公

園（
津
幡
町
）で
生
物
多
様
性
の
保
全
に

向
け
た
森
づ
く
り
活
動
な
ど
を
進
め
る

「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
国

連
で
は
、
今
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で

を「
生
物
多
様
性
の
10
年
」に
定
め
て
い

ま
す
。
県
で
は
、
国
際
的
な
活
動
が
広

が
る
中
で
、
地
域
の
立
場
か
ら
生
物
多

様
性
の
保
全
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◀能登の里海に残
る伝統的な技術
「揚げ浜式製塩」

国
際
舞
台
に

石
川
の
取
り
組
み
を

ア
ピ
ー
ル

▲ジョグラフ生物多様性条約
事務局長から生物多様性保
全に貢献した知事にアワー
ド（功労賞）が贈られました

▲COP10名誉大使のMISIAさんが生物多様性保全に向け
たメッセージソングを披露

▲クロージング・イベントには県内の子どもたちも参加
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■シリーズ  

いしかわのお楽しみスポット
ふれあい昆虫館（白山市）

表紙について

世界中の昆虫を多数展示している「ふれ
あい昆虫館」は、子どもに大人気のお
出かけスポットです。おすすめコーナー
のひとつが「チョウの園」。1年中常夏の
環境で、いつでも南国系のチョウ1000
匹が飛び回る姿を楽しめます。チョウの
園同様に、寒いこの季節でも魅力いっ
ぱいなのが、現在開催中の「能登ふるさ
と博」です。これまで夏限定だったふる
さと博を、今年度からは冬季にも実施し
ていて、多彩なイベントや企画がめじろ
押し。詳細は13Pをご覧ください。

表紙イラスト制作／アマヤギドウジュン（金沢市在住）

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

特
集

北
は
日
本
海
に
突
き
出
た
能
登
半
島
、
南
に
は
霊
峰
・
白
山
が
そ
び
え
る

石
川
県
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
富
ん
だ
環
境
を
生
か
し
、
古
く
か
ら
人
と
自

然
が
共
生
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
の
里
山
里
海
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
財
産

で
す
。
県
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
里
山
里
海
を
、
50
年
後
、
100
年
後
ま

で
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
推
進
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
豊
か
な
未
来
に
向
け
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

里
山
里
海
を

届
け
よ
う
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多
様
な
主
体
が
参
加
す
る

里
山
里
海
づ
く
り

い
し
か
わ
版
里
山
づ
く
り

認
証
制
度
を
創
設 

　

里
山
里
海
で
は
、
人
が
持
続
可
能
な
形

で
利
用
し
続
け
る
こ
と
で
、
そ
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
し
か
し
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
住
民
の
方
々
の
努
力
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
企
業
や
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多

種
多
様
な
主
体
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い

海
の
現
状
把
握
や
情
報
発
信
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
引
き
続
き
協
力
体
制
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
森
林
の
手
入
れ
や
棚
田
の

整
備
な
ど
里
山
里
海
の
保
全
に
取
り
組
む

企
業
が
増
え
て
き
て
い
て
、
こ
う
し
た
活

動
を
一
層
広
げ
て
い
く
た
め
、
県
で
は
今

年
、
独
自
の「
い
し
か
わ
版
里
山
づ
く
り
認

証
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。同
制
度
で
は
、

地
域
づ
く
り
団
体
や
企
業
、
大
学
な
ど
、
保

全
活
動
に
積
極
的
な
組
織
の
取
り
組
み
を

認
証
し
て
、
そ
の
内
容
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
県
民
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

新
た
な
里
山
づ
く
り
へ
の

キ
ッ
ク
オ
フ

　

県
で
は
、
今
年
３
月
、
多
様
な
主
体
が
参

加
す
る
こ
と
で
、
里
山
里
海
の
こ
れ
ま
で

に
な
い
魅
力
を
創
造
し
て
い
く
「
新
し
い

里
山
里
海
づ
く
り
」
に
向
け
た
キ
ッ
ク
オ

フ
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
里
山
里
海
の
保
全
活

動
に
力
を
入
れ
る
団
体
の
事
例
発
表
を
行

う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
。

こ
う
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
ふ

る
さ
と
の
宝
で
あ
る
里
山
里
海
の
重
要
性

を
呼
び
か
け
、
今
後
の
本
格
的
な
里
山
里

海
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

金
沢
大
や
国
連
大
と

協
力
体
制
を
強
化

　

ま
た
、
県
で
は
、
里
山
里
海

の
研
究
や
保
全
活
動
な
ど
に

関
し
て
、金
沢
大
学
や
国
連
大

学
高
等
研
究
所
い
し
か
わ
・
か

な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

ユ
ニ
ッ
ト
と
協
力
体
制
を
築

い
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
関
連
会
議
で

成
果
が
発
表
さ
れ
た
日
本
の

里
山
里
海
を
科
学
的
に
評
価

す
る
研
究
や
、七
尾
湾
を
舞
台

と
し
た
里
海
創
生
モ
デ
ル
事

業
な
ど
で
、関
係
す
る
市
や
町

と
も
連
携
し
、石
川
の
里
山
里

▲地元金融機関が中心となって森づくりに取り組む（写真）など、県内で
は民間が主体となった活動も増えています

金沢大学教授で、里山里海研究の第一人者の中村浩二さん
に、石川の里山里海の現状と課題を聞きました。
里山里海の荒廃は
暮らしと関わる大問題

　最近、「生物多様性」という言葉
をよく耳にするのではないでしょ
うか。生物多様性は、生態系、種、
遺伝子の3つのレベルからなりま
す。里山里海は、この生物多様性
が育まれる場で、身近な動物や草
花、キノコ、海藻など数多くの生物
が見られます。これらの結び付き
によって、野菜や魚、木材などの物
質的な恵みをはじめ、私たちは“生
態系サービス”と呼ばれる数々の恩
恵を受けています。
　しかし、ライフスタイルの変化や

グローバル化の影響で、1960年代
以降、農林水産業などの担い手が
大幅に減少しました。担い手も高
齢化し、里山里海の荒廃が進
みつつあり、このままでは多
くの生態系サービスが失われ
てしまいます。これは、私たち
の暮らしと密接に関わ
る大問題です。里山里
海をどう守り、活用し
ていくかを真剣に考え
る岐路にいま立たされ
ています。

金沢大学学長補佐・教授
中村 浩二さん

き
ま
す
。

廃が進
は多
失われ
私たち

I n t e r v i e w
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ト
キ
が
舞
う
日
を
目
指
し
、

 「
生
物
多
様
性
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定

▼写真提供：環境省

ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
に

　

県
で
は
、里
山
と
里
海
を
次
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、「
生
物
多
様
性
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」の

策
定
に
向
け
、最
終
的
な
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
里
山
里
海
の
自

然
保
護
を
中
心
に
、里
山
里
海
の
資
源
を
生

か
し
た
農
林
水
産
業
の
振
興
や
美
し
い
景

観
の
保
全
な
ど
、幅
広
い
分
野
に
関
わ
る
施

策
を
進
め
る
計
画
で
す
。

　

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、企
業
や
地
域
と
い

っ
た
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、施

策
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、特
別
天

然
記
念
物「
ト
キ
」を
シ
ン
ボ
ル
と
し
、「
い

の
ち
あ
ふ
れ　

ト
キ
が
舞
う　

里
山
里
海

を
未
来
の
世
代
へ
」を
県
民
共
有
の
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
は
野
生
の
ト
キ
の
本
州
最
後
の

生
息
地
で
あ
り
、昨
年
1
月
か
ら
は
い
し
か

わ
動
物
園
で
分
散
飼
育
を
進
め
て
い
て
、

現
在
は
昨
春
に
ふ
化
し
た
ヒ
ナ
も
元
気
に

成
長
し
て
い
ま
す
。
県
に
ゆ
か
り
の
深
い

ト
キ
が
再
び
ふ
る
さ
と
の
空
を
飛
び
回
る

日
を
迎
え
る
に

は
、エ
サ
と
な
る

ド
ジ
ョ
ウ
、
カ

エ
ル
が
生
息
す
る
た
め
池
や
水
田
、ね
ぐ
ら

と
な
る
明
る
い
林
な
ど
、
豊
か
な
里
山
環

境
を
保
全
・
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

７
つ
の
重
点
戦
略
を
設
定

　

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
７
つ
の
重
点
戦

略
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
里
山
里
海
の
新
た

な
価
値
の
創
造
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど

に
よ
る
里
山
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
へ

の
参
加
、
世
界
に
向
け
た
情
報
発
信
な
ど

も
含
み
、
産
業
振
興
や
国
際
化
も
視
野
に

入
れ
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
で
は
今
後
、
こ
の
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を

基
に
、県
内
の
高
等
教
育
機
関
や
企
業
、地

域
な
ど
と
連
携
し
、
里
山
里
海
の
利
用
保

全
の
取
り
組
み
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま

す
。

▶いしかわ動物園
　で飼育中のトキ
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る
こ
と
を
目
標
に
実
証
試
験
も
進
め
て

い
ま
す
。
牛
が
茂
っ
た
雑
草
を
食
べ
、や

ぶ
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
人
が
生
活
す

る
場
へ
の
ク
マ
の
接
近
を
防
ぐ
と
と
も

に
少
な
い
費
用
で
牛
が
健
康
に
な
り
、

繁
殖
能
力
が
回
復
す
る
な
ど
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

里
山
里
海
の
恵
み
を
生
か
し

食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

　

里
山
里
海
の
食
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
言
え
る
の
が
、「
能の
と
ど
ん

登
丼
」

と
「
白は
く
さ
ん
ひ
ゃ
く
ぜ
ん

山
百
膳
」
で
す
。
能
登
丼
は
穴
水

町
以
北
の
奥
能
登
の
協
賛
店
63
店
舗
で

提
供
し
て
い
る
ど
ん
ぶ
り
メ
ニ
ュ
ー
、

白
山
百
膳
は
白
山
ろ
く
周
辺
の
旅
館
や

飲
食
店
で
御
膳
を
味
わ
え
る
も
の

で
、白
山
市
内
に
加
え
、県
境
を
越
え

て
富
山
県
の
世
界
遺
産
・
五ご
か
や
ま

箇
山
地

区
と
も
連
携
し
て
進
め
て
い
る
取
り

組
み
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
、
能

登
半
島
を
囲
む
里
海
か
ら
と
れ
る
新

鮮
な
魚
介
類
、白
山
ろ
く
の
里
山
で
育

ま
れ
た
野
菜
な
ど
を
堪
能
で
き
ま
す
。

お
米
や
水
な
ど
も
地
元
の
も
の
に
こ

だ
わ
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
、
そ
の
土
地

に
訪
れ
た
か
ら
こ
そ
食
べ
ら
れ
る
料

理
ば
か
り
で
す
。

　

加
え
て
、能
登
丼
は
輪
島
塗
な
ど

の
能
登
で
製
造
し
た
器
を
利
用
す
る
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
定
義
を
設
定
。
白
山
百

▲能登半島の旬を堪能できる能登丼。食べ歩きで多彩な味を楽しむ人も
少なくありません

▲白山百膳には、堅豆腐やそばなど、白山ろくの食文化の豊かさを物語る
品々が並びます

春
しゅんらん

蘭の里（能登町）

　里山を生かしたグリーン・ツー
リズムの先進事例として、県内だ
けでなく、全国の自治体や団体が
数多く視察に訪れているのが、能
登町にある「春蘭の里」です。能
登の里山の象徴とも言える白壁・
黒瓦が印象的な民家と田畑が織

り成す風景を保全するため、春蘭
の里は「いしかわ景観総合条
例」（平成21年施行）に基づく
「景観形成重点地区」の第1号
に指定される予定です。県では
今後、春蘭の里の皆さんととも
に、この素晴らしい里山景観を
次代に引き継いでいくための
ルールづくりを進めていきま
す。

TOPICS
里山の恵みを生かしたグリーン・ツーリズムの先進事例をチェック！

▲▼農家民宿の先進地である春蘭の里
では、自然とともに生活してきた
里山の暮らしを体験できます

膳
で
も
健
康
・
長
寿
・
ヘ
ル
シ
ー
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
品
々
を
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
季
節
ご
と
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

り
、観
光
客
の
評
判
も
上
々
で
、地
域
資

源
を
磨
き
、
食
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
に
能
登
丼
事
業

協
同
組
合
を
設
立
す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
Ｐ
Ｒ
の
強
化

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
県
で
は
今
後
も
、

能
登
丼
や
白
山
百
膳
の
よ
う
に
里
山
里

海
の
恵
み
を
生
か
し
て
、
新
た
な
価
値

を
付
加
す
る
里
山
里
海
共
生
産
業
の
創

出
に
全
力
を
注
い
で
い
く
計
画
で
、
地

域
を
活
性
化
し
、
誘
客
面
で
も
高
い
効

果
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
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里
山
里
海
共
生
産
業
の

創
出
を
支
援

専
門
家
が
事
業
化
を
支
援

　

多
様
な
生
き
も
の
や
美
し
い
景
観
な

ど
、
里
山
里
海
の
魅
力
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
生

か
す
動
き
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
業
種
の
枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
里
山
里

海
の
自
然
や
特
色
あ
る
農
林

水
産
物
な
ど
を
活
用
す
る
産

業
を
「
里
山
里
海
共
生
産
業
」

と
名
付
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
て
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら

は
、
県
内
企
業
や

各
種
団
体
を
対

象
に
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県

や
県
産
業
創
出
支
援
機
構
（
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）な
ど
が
連
携
し
て
、

里
山
里
海
共
生
産
業
に
対
し

て
意
欲
的
な
企
業
な
ど
を
個

別
に
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
て
い
る
課
題
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
向

け
た
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
で
は
白
山
市

木
滑
で
耕
作
放
棄
地
に
牛
を

放
牧
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ

県内各地で、里山里海ビジネスを探る企業や団体が増えています。
能登町で先進的な取り組みを進めている「NORAバイオエコ能
登」事務局長の高市範幸さんを訪ねました。

耕作放棄地のカヤを使い
ペレットを製造

　２年前からカヤを使った木質燃料「ペ
レット」を製造する取り組みに力を入れ
ています。木質ペレットは石油や石炭な
どの化石エネルギーと違い、植物が原料
の再生可能なバイオマスエネルギーで、
ストーブなどに使われています。
　ペレットの製造を始めた背景には、転作
の強化や担い手不足、高齢化などによる耕
作放棄地の増加がありました。耕作放棄地
はカヤが自生して荒れ放題となり、その活

用策を探ったのがきっかけです。
　植物由来のペレットを使うペレットス
トーブは、嫌な臭いがほとんどないこと
から、近年、注目を集めています。た
だ、購入・設置には数十万円の費用がか
かるため、一般家庭にまで普及している
とは言えません。
　そこで、ペレットにおからや米ぬかな
どを配合した能登牛用の飼料を１年前に
試作し、現在も研究を進めています。今
年からは、ブランド化を目指す能登産シ
イタケの温室栽培に、ペレットストーブ
を利用する取り組みも始めています。

I n t e r v i e w

NORAバイオエコ能登（能登町）
事務局長  高市 範幸さん

県
能
登

耕
ペ

　
レ
て
ど
の
ス
　
の
作
はは

N
事

林産

◀植物由来の
 ペレットを
 製造・販売
しています

▶新事業の創出を目指
し、里山里海共生産業
セミナーを実施

▲耕作放棄地で、放牧によるビジネス効果を探っています（白山市木滑）

◀◀

製

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を

地
産
地
消
を

目
指
し
て
い
ま
す

目
指
し
て
い
ま
す
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着
実
な
実
行
に
向
け
、

フ
ァ
ン
ド
＆
専
門
部
署
を
創
設

● 問い合わせ　

いしかわ自然学校事務局  TEL076（266）0881
金沢市鞍月2-1（いしかわエコハウス 県民エコステーション内）
ホームページ  www.pref.ishikawa.jp/shizengakkou/

丹
たん

 瑛
えいいち

一くん、宥
ゆうじ

二くん
平沢 美優さん

丹丹
たんたん

  瑛瑛
えいいちえいいち

一一くん、くん、宥宥
ゆうじゆうじ

二二くんくん
平沢 美優平沢 美優さんさん

 「今日は、山で拾った木の実や枝
を使って、いろんなものを作っ
たよ。また、やってみたいな」

● 問い合わせ　

県自然保護課　TEL076（225）1477

運
用
益
を
活
用
し

多
彩
な
支
援
を
予
定 

　

生
物
多
様
性
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
着
実
に

実
行
し
て
い
く
た
め
、
県
で
は
、
平
成
23
年

度
中
に「
里
山
創
成
フ
ァ
ン
ド
」と「
里
山
創

成
室
」（
と
も
に
仮
称
）を
創
設
し
ま
す
。

　

里
山
創
成
フ
ァ
ン
ド
は
、
里
山
里
海
を
生

か
し
て
各
地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く

活
動
を
資
金
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り

組
み
で
す
。
県
と
県
内
の
複
数
の
金
融
機
関

が
出
資
す
る
ほ
か
、
民
間
企
業
か
ら
も
寄
付

を
募
り
ス
タ
ー
ト
す
る
計
画
で
、
里
山
里
海

に
特
化
し
た
基
金
の
創
設
は
全
国
で
も
珍

し
い
試
み
で
す
。
県
で
は
、
50
億
円
規
模
の

基
金
を
想
定
し
て
い
て
、
運
用
益
と
寄
付
金

を
活
用
し
、
里
山
里
海
地
域
の
振
興
を
は
じ

め
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
保
全
活
動
や
地
域

資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
支
援
、
さ

ら
に
、
里
山
里
海
保
全
の
重
要
性
に
関
す
る

普
及
・
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

部
局
を
越
え
た
連
携
で

施
策
を
推
進

　

一
方
、
里
山
創
成
室
は
、
県
環
境
部
内
に

設
置
し
、
実
動
部
隊
と
し
て
多
種
多
様
な
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化
を
推
し
進
め
て
い

き
ま
す
。
室
長
に
は
、
各
部
局
と
の
調
整
を

担
う
次
長
ク
ラ
ス
を
専
任
配
置
し
、
職
員
に

は
、
農
業
や
観
光
な
ど
、
関
係
分
野
に
明
る

い
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
る
考
え
で
す
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
創
成
室
で
は
、
県
内
５
カ
所
の

農
林
総
合
事
務
所
の
職
員
を
直
接
指
揮
す

る
な
ど
、
部
局
横
断
で
施
策
を
強
力
に
推
進

で
き
る
体
制
を
整
え
、
効
果
の
高
い
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
ま
す
。

▲里山創成ファンドでは、里山里海の地域資源を活
用した取り組みなどを支援します

　県では、里山里海をはじめ、石川の豊かな自然を
体験し、その美しさや大切さを実感してもらえるよ
う、「いしかわ自然学校」を推進しています。
　山や海、川など県内全域を学びのフィールドとし
た自然体験の年間プログラム数は400を超えます。

楽しく学べる
400超のプログラム

いしかわ自然学校

◀◀いしかわ自然学校マスコットいしかわ自然学校マスコット
キャラクタキャラクターー“ナチュリー”“ナチュリー”

【参加者の声】
昨年11月、金沢市の夕日寺健民自然園で開かれ
た、いしかわ自然学校「里山あそび塾」の参加者
に感想を聞きました。

岩崎 英
ひでお

生さん・亜
つぐみ

実さん岩崎 岩崎 英英
ひでおひでお

生生さんさん・・亜亜
つぐみつぐみ

実実さんさん
 「自然園はとっても気持ちよさ
そうな環境で、また遊びに来
たいです。かわいい作品もでき
て、大満足です」

　県の里山保全活動のモデル拠点と
なっているのが、夕日寺健民自然園
（金沢市夕日寺町ほか）です。園内に
は、かやぶき民家を移築した里山ふ
るさと館や、里山トレッキングが楽し
める自然観察歩道などがあり、いし
かわ自然学校をはじめ、さまざまな
体験プログラムを開催しています。ご
家族でぜひ、遊びに来てください。

夕日寺
健民自然園

▲季節ごとの里山の魅力を体験できる多彩な
プログラムに取り組んでいます　

● 問い合わせ　

夕日寺健民自然園 里山ふるさと館
 TEL076（251）7554
金沢市夕日寺町ハ116番地

里山保全のモデル拠点
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▲モデル地区となった珠洲市での森林保全の様子

里山手入れし都市と交流も

　私たちは、平成18年に金沢大学が珠
洲市三崎町に設立した能登半島里山里
海自然学校を、同大学と協力して運営
しています。
　その一環として、毎月第２・第４土
曜には、地元の方を中心としたボラン
ティアメンバーと、荒廃した棚田を整
備したり、町内の雑木林を手入れした
りするなどの取り組みをしています。
おかげで、里山の恵みと言えるキノコ
や山菜が増えるようになり、これらを
教材とした自然体験プログラムも実施
しています。
　このほか、地域の環境教育の担い手

となる「いきものマイスター」の育
成、都市部の若者を招き地元住民と交
流する事業、農作物の直売市
場の運営などの活動にも
力を入れています。
里山里海ミュー
ジアムのモデル
地区となった
昨年９月か
らは、市内
各地でワーク
ショップも積極的に
開いていて、今後は市
内全域で活動を盛り上
げていきたいと考えて
います。

I n t e r v i e w

NPO法人 能登半島おらっちゃの里山里海
研究員  赤石 大輔さん

里山里海ミュージアムプロジェクトのモデル地区に選ばれた
珠洲市を中心に活動する「能登半島おらっちゃの里山里海」の
赤石大輔さんに、団体の取り組みについて聞きました。

地区に選ばれた

モ
デ
ル
地
区
に

能
登
町・珠
洲
市

　

県
で
は
、
里
山
里
海
を
博
物
館
に
見
立

て
、地
域
内
の
自
然
や
歴
史
、文
化
、風
習
な

ど
の
地
域
資
源
を
展
示
品
と
し
、住
民
と
の

交
流
を
進
め
る
「
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、先
進
的
に
保
全

活
動
や
環
境
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
エ
リ
ア
を
モ
デ
ル
地
区
に

選
定
。
昨
年
、
第
１
号
と
し
て
、
農
家
民

宿
が
集
合
し
た
能
登
町
の
「
春
蘭
の
里
」

と
、大
学
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
珠
洲
市
三
崎
・
日ひ

き置
地
区
の
２
カ
所
を

選
び
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
地
区
の
地
域
資
源

を
マ
ッ
プ
な
ど
に
と
り
ま
と
め
て
発
信

し
、活
動
の
活
性
化
や
地
域
振
興
を
後
押

し
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
が

「
里
山
学
芸
員
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
や
価
値
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、多
く
の

方
々
に
保
全
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
と

と
も
に
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
受
け

皿
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◀環境教育の場としても活用が
　進められています

▼旧珠洲駅のホームを活
用し、直売市場を開催

地
域
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た

里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

奥能
登の

里山
里海
を

守っ
てい
こう

作物 直売市
活動にも
す。す。
ー
ル

極的に
後は市
盛り上
考えて

奥奥能
里山山山
里海

里山
里海

守守っ守っっ
てっ守っ
てい

守
てい

守っ
てい
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　県内の旅館やホテルが参加する
「The Real Japan いしかわプロジ

ェクト推進協議会」では1月、東京
での商談会「Blossom Japan」に出
展。これは日本初となる招待者を
限定した海外富裕層向け旅行会
社との商談会で、石川の魅力を伝
える絶好の機会となりました。

　同協議会では商談会に参加し
た旅行会社とのつながりをさらに
深め、新幹線を使ったツアーの提
案を行うなど、多くの外国人
富裕層の誘客を目指し
ています。

　加賀市の異業種企業が集まった
加賀まれびと交流協議会が進める
「かがやきプロジェクト」は、地元
の食材を使い、「焼き」の調理法を
取り入れた料理を “かがやきメニ
ュー”として、加賀市の新たな食の
ブランド化による地域の活性化と
首都圏からの誘客を目指す取り組
みです。昨年６月の発足から６カ

月、81店舗88品目がかがやきメニ
ューに選ばれ、その中身は和食や
洋食、中華をはじめ、スイーツやコ
ーヒー豆など実に多種多様です。
　「しかも、一品一品にこだわりや
歴史のある物語性にあふれたもの
ばかり。器も九谷焼や山中塗など
の使用を呼びかけていて、加賀市
の食にかかわる魅力を幅広くアピ
ールしたいと考えています」と、会
長の吉田利久さんは話してくれま
した。

　昨年12月には、加盟店でメニュ
ー販売を開始し、オープニングイ
ベントとして「グルメ・かがやき！
2010」がJR加賀温泉駅前で開かれ、
かがやきメニューの販売などに多
くの方がつめかけました。今後は
春夏メニューの作成やキャンペー
ンの実施などさらなる飛躍を目指
しています。

　金沢市の旅館・ホテルの経営者
などで結成した「外国人旅行客お
もてなし推進会」では、石川の観
光情報を多言語で発信するホー
ムページを作成し、外国人の誘客
に取り組んでいます。今年１月

公開の英語版を皮切りに、中国語
版、フランス語版、韓国語版と順
次、公開していく予定です。
　ホームページは、地元で人気の
飲食店や宿泊施設、体験型観光な
ど、行政ではなかなか紹介できな

い情報を発信。多様化する外国人
旅行客のニーズに応える内容です。

“加賀3温泉の輝き、加賀市の輝きのために”かがやきプロジェクト

石川の観光情報を世界に発信

招待者限定の海外富裕層向け旅行商談会に参加

地元産にこだわった加賀の“食”で誘客
www.kagayaki-kaga.com

www.experience-kanazawa.com/

www.illf.jp/real/ja/

「協議会には旅館業
や製造業、サービス
業などさまざまな業
界の人が参加してい
ます。周遊性アップに
向けたレンタサイクル
事業にも取り組んで
いきます」（吉田利久
さん）

認定メニューのひ
とつ「焼鴨すりお
ろし蓮根そば」

外国人旅行客
の要望にきめ細
かく応えるホー
ムページを作成

商談会ブースは、
落ち着いた色調
でまとめ、じっく
りと話し合いが
できる雰囲気と
なっています

加能ガニやカモなど、加賀市の豊かな食に旅行客
や地元の人たちが舌鼓

平成22年度
採択事業①

ＳＴＥＰ21重点プロジェクト・リーディング事業 レポート
昨 年 認 定 し た ３ つ の プ ロ ジ ェ ク ト を 紹 介 し ま す 。

多言語による観光ガイドウェブ作成プロジェクト平成22年度
採択事業②

平成22年度
採択事業③

i k /

石
川
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

官
民
連
携
で
推
進

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
の
効

果
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
県
内

全
域
へ
波
及
さ
せ
る
た
め
の
指

針
と
な
る
の
が
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21

（
平
成
21
年
３
月
策
定
）」で
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
で
は
、「
お
も
て

な
し
」「
食
文
化
」「
歴
史
・
景
観
」

と
い
っ
た
石
川
が
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
財
産
に
、
さ
ら
に
磨

き
を
か
け
る
取
り
組
み
で
あ
る

「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
民
間
の
幅
広
い
分
野
の

方
々
の
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

民
間
主
体
の

ソ
フ
ト
事
業
を
支
援

　

県
で
は
昨
年
６
月
、
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か

ら
民
間
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ
が
主
体
と
な
っ
て
新
た

に
取
り
組
む
ソ
フ
ト
事
業

に
対
し
、
年
間
３
０
０
万

円
を
上
限
に
事
業
費
の

２
／
３
を
補
助
す
る
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。
昨
年

９
月
に
は
、
首
都
圏
と
の

交
流
拡
大
が
期
待
で
き

る
も
の
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
の
模
範
と

な
る
３
件
の
事
業
を
補

助
対
象
と
し
て
”重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
事
業
“
に
認
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
北
陸
新
幹
線
が
開
業

す
る
平
成
26
年
度
ま
で
こ
の
補

助
制
度
を
継
続
し
、取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

県
で
は
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、民
間
主
導
の
創
意
あ

ふ
れ
る
活
動
を
県
内
各
地
に
広

げ
、開
業
に
向
け
て
石
川
の
魅
力

を
一
層
、高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

重点プロジェクト進行中 

北陸新幹線金沢開業まであと3年

北陸新幹線金沢開業が平成26年度末に迫ってきました。県では、金
沢と首都圏を約2時間30分で結ぶ大動脈の完成をきっかけとした交
流人口の拡大や経済活性化などの効果を、県内全域に波及させるた
め、官民一体となった取り組みに全力を傾けています。

10

平成22年度の重点プロジェクト・リーディング事業に認定された３団体の皆さん

※STEPはShinkansen Two-way Exchange Plan　
 （新幹線を活用した双方向による交流人口拡大計画）の頭文字を取ったものです。

“STEP21”※

●
問
い
合
わ
せ

県
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
６（
２
２
５
）１
３
１
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

w
w
w
.pref.ishikaw

a.jp/

　
　

             shink/step21/index.htm
l
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● 問い合わせ　  「ほっと石川」観光キャンペーン実行委員会
TEL 076（225）1542
能登ふるさと博ホームページ　www.hot-ishikawa.jp/notohaku/

食
イ
ベ
ン
ト
を

毎
週
実
施 

　

能
登
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
の
「
能
登
ふ

る
さ
と
博
」。
毎
年
夏
に
実
施
し
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
能
登
の
一

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
今
年
は
１

月
９
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
の
冬

季
に
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
ふ
る
さ
と
博
で
は
、加
能
ガ

ニ
や
能
登
寒
ぶ
り
、
能
登
か
き
な

ど
、今
が
旬
の
味
覚
を
堪
能
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
毎
週
末
、
能
登
の
各

地
で
「
う
ま
い
も
ん
イ
ベ
ン
ト
」
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
産
地
な
ら
で

は
の
鮮
度
と
味
に
、お
腹
も
心
も
大

満
足
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
食
材
の
生
産
者
や
食
文

化
に
詳
し
い
地
元
の
人
を
囲
ん
で

の
食
談
も
実
施
し
て
い
て
、
能
登

の
人
情
と
食
の
魅
力
を
よ
り
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

神
事
「
あ
え
の
こ
と
」

を
体
験 

　

能
登
の
伝
統
に
ふ
れ
ら
れ
る
イ

ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
ろ
。２
月
に
は
、

田
の
神
を
も
て
な
す
奥
能
登
の
神

事
「
あ
え
の
こ
と
」
を
一
般
公
開

し
て
い
ま
す
。
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
伝
承
行
事
を
見
学
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
、能
登
町
・
柳

田
植
物
公
園
内
の
合ご

う
ろ
く
あ
ん

鹿
庵
や
輪
島

市
の
旧
福
島
邸
で
は
、
当
日
限
定

の
「
あ
え
の
こ
と
御
膳
」
も
い
た

だ
け
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、期
間
中
は
、能
登
の

酒
蔵
巡
り
や
能
登
丼
の
食
べ
歩
き

を
楽
し
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

実
施
中
。
能
登
の
協
賛
宿
泊
施
設

（
全
２
１
４
施
設
）に
宿
泊
さ
れ
た

方
に
は
、
能
登
有
料
道
路
片
道
分

（
１
１
８
０
円
）の「
み
ち
カ
ー
ド
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
冬

の
能
登
の
旅
を
、
ゆ
っ
た
り
と
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

３月６日（日）
   まで開催

12

smile 石川のボランティア
　

小
松
手
話
サ
ー
ク
ル
「
８
の
会
」
で
は
、

毎
週
木
曜
夜
に
「
小
松
市
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
」
で
学
習
や
交
流
を
行
う
定
例
会
を
開

い
て
い
ま
す
。「
定
例
会
と
言
っ
て
も
、
堅

苦
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
会
長

の
金
戸
惠
子
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
初
心
者
で
も
楽
し
く

学
べ
る
内
容
で
、
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
。
サ
ー
ク
ル
に
は
ろ
う
あ
者
の

方
も
参
加
し
、春
は
お
花
見
、夏
は
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
を
企
画
し
て
い
て
、
交
流
し
な

が
ら
手
話
を
学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
小
松
市
を
代
表
す
る
春
の
祭

礼
「
お
旅
ま
つ
り
」
で
上
演
す
る
子
供
歌
舞

伎
を
手
話
通
訳
し
た
り
、
障
害
者
を
対
象
と

し
た
ふ
れ
あ
い
運
動
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り

す
る
な
ど
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
数
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ろ
う
あ
者
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
普
段
の
生
活
の
中
に
新
た
な
気
づ

き
が
増
え
て
い
る
と
言
い
ま
す
。「
例
え
ば
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
な
ど
、

街
中
に
は
聞
こ
え
な
い
と
利
用
で
き
な
い
も

の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
金
戸
さ
ん
。

８
の
会
は
、
ろ
う
あ
者
に
と
っ
て
一
番
身
近

な
存
在
と
し
て
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
国
連
が
定
め
た
国
際
生
物
多
様
性
年
の「
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ・イ
ベ
ン
ト
」が
昨
年
末
、石
川
県

で
開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
を
育
む
自
然
の
象
徴
と
も
言
え
る
里
山
里
海
の
素
晴
ら

し
さ
を
、国
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
ゲ
ス
ト
に
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
物
多
様
性
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
球
上
に
は
、
実
に

３
千
万
種
を
超
え
る
生
き
も
の
が
い
ま
す
。一
方
、絶
滅
す
る
生
き
も
の
は
近
年
急
増
し
、国

連
の
調
査
に
よ
る
と
、１
日
に
何
と
１
０
０
種
を
超
え
る
そ
う
で
す
。

　
昨
年
か
ら
、い
し
か
わ
動
物
園
で
ト
キ
の
分
散
飼
育
が
始
ま
り
、待
望
の
ヒ
ナ
が
誕
生
し
ま

し
た
。た
だ
、彼
ら
が
再
び
石
川
の
空
を
舞
う
ま
で
に
は
、解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。

　
彼
ら
の
住
み
家
で
も
あ
る
里
山
で
は
、農
林
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
み
、荒

廃
の
ピ
ン
チ
に
立
っ
て
い
ま
す
。県
で
は
、誘
致
し
た
国
連
大
学
高
等
研
究
所
い
し
か
わ
・
か

ろ
う
あ
者
と
共
に
こ
れ
か
ら
も

手話を通した
ふれあいが、
メンバーの楽しみ

石
川
の

か
け
が
え
の
な
い
宝

 ”Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
“

結成から34年を数える８の会。現在は、学生や
社会人など30人ほどの方が参加しています

しみ

小松
手話サークル
８の会
（小松市）

●問い合わせ

小松手話サークル ８の会
会長  金戸 惠子
TEL 0761（22）3354
 （小松市社会福祉協議会、担当：森田 敏裕）

な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ・ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
と
も
連
携
し
、貴
重
な
里
山
や
里
海
を
守
り
伝

え
て
い
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
号
の
特
集
で
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
県
独
自
の
生
物
多
様
性
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
を
は
じ
め
、
多
く
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
里
山
里
海
の
保
全
に
は
企
業
や
県

民
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
今
や
里
山
は
世
界
で
も
”Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
“と
表
記
さ
れ
、
環
境
の
世
紀
を
迎
え
て
注

目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。人
間
が
自
然
と
共
生
し
て
つ
く
り
上
げ
た
里
山
里
海
が
、
石
川

を
世
界
に
発
信
す
る
か
け
が
え
の
な
い
宝
に
も
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、里
山
に
人
の
手
を
戻
し
、活
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
魅
力
を
創
造
す
る
ス
タ
ー
ト

の
年
に
し
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。本
格
的
な
里
山
の
創
成
に
向
け
、
一
人
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「手話でコミュニケーションできるとうれしくて、さらに
学びたいという意欲がわいてきます」（金戸さん）



　

今
回
の
世
界
選
手
権

の
金
メ
ダ
ル
は
、
前
回
大

会
後
、
練
習
中
か
ら
自
分

自
身
を
客
観
的
に
見
つ

め
直
す
よ
う
に
心
が
け

て
き
た
成
果
の
表
れ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
出
場
し
た
2
0
0
9

年
の
前
回
大
会
は
惨
敗

で
、
メ
ダ
ル
に
も
手
が
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
準
々

決
勝
で
右
手
の
甲
を
骨

折
し
、
ケ
ガ
を
し
た
な
り

の
戦
い
方
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
全
く

影
響
は
な
い
」
と
む
き
に

な
っ
て
冷
静
さ
を
失
っ

た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

　

今
で
は
、
落
ち
着
い
て

状
況
を
判
断
で
き
る
力

が
付
い
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
川

か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ

た
親
や
柔
道
関
係
者
を

は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
応
援

が
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
優
勝
し
た

と
は
い
え
、
試
合
内
容
に

は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。

動
き
一
つ
ひ
と
つ
に
よ

り
磨
き
を
か
け
、
来
年
の

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
も
、
優

勝
を
狙
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

五
輪
で
の
金
メ
ダ
ル

は
、
金
沢
で
柔
道
に
打

ち
込
ん
で
い
た
小
学
生

の
頃
に
母
と
交
わ
し
た

約
束
で
す
。
ふ
る
さ
と

か
ら
い
つ
も
温
か
い
声

援
を
送
っ
て
く
れ
る
母

に
、
ロ
ン
ド
ン
で
最
高

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た

い
で
す
ね
。

　

世
界
選
手
権
は
初

出
場
で
し
た
が
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
ま

り
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。な
ぜ
な
ら
、選
考

を
兼
ね
た
昨
年
４
月

の
全
日
本
選
抜
体
重

別
選
手
権
で
１
回
戦

負
け
し
、
世
界
選
手
権

に
は
監
督
推
薦
で
出
場

し
た
た
め
、
日
本
を
背

負
う
と
い
う
よ
り
挑
戦

者
の
楽
な
気
持
ち
で
戦

え
た
か
ら
で
す
。

　

今
大
会
同
様
に
、
こ

れ
ま
で
の
柔
道
人
生
で

忘
れ
ら
れ
な
い
試
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
小

学
３
年
生
で
出
場
し
た

大
会
で
、
同
級
生
に
こ

て
ん
ぱ
ん
に
負
け
た
１

戦
で
す
。
実
を
言
う
と
、

２
年
生
の
時
は
練
習
が

つ
ら
く
、
道
場
に
通
わ

な
い
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
当
時

は
上
級
生
に
勝
つ
こ
と

も
珍
し
く
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
敗
戦
が
本
当

に
悔
し
く
て
、
再
び
柔

道
に
熱
中
す
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
小
学
６
年

生
の
頃
に
は
、〝
五
輪
で

金
メ
ダ
ル
〞
を
夢
見
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
世
界
選
手
権
の
優

勝
で
、
大
舞
台
へ
の
挑

戦
も
現
実
味
を
帯
び
て

き
ま
し
た
が
、
技
術
も

ス
タ
ミ
ナ
も
ま
だ
ま
だ

成
長
で
き
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン

五
輪
で
、
一
回
り
も
二

回
り
も
大
き
く
な
っ
た

姿
を
、
皆
さ
ん
に
見
せ

ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

世界選手権決勝では
延長戦にもつれる熱
戦を制しました

写真提供：共同通信社

鮮やかな払い腰で世界選手権優勝を決めました

前
回
大
会
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に

挑
戦
者
の

気
持
ち
で

リ
ラ
ッ
ク
ス

次の目標目標はロンドンドン五輪五輪の“金”金”
昨年9月、東京で開かれた世界柔道選手権で、金沢市出身の松本薫選手（女子57kg級）、
白山市出身の森下純平選手（男子66kg級）が見事アベック優勝を飾りました。石川県出
身者として初めてとなる世界選手権優勝の快挙を達成したお二人に話を聞きました。

インタビュー

柔道選手

松本 薫さん

柔道選手

森下 純平さんもりした・じゅんぺい　1990年鶴来町（現白山市）生まれ。6歳から鶴来坂田道場で柔道を始める。鶴来高校2年生の時、全国高校総体で個人優勝。筑波大学に進み、2009年世界ジュニア選手権大会優勝。昨年のワールドカップ（トビリシ）は3位に入り、シニアの世界でも活躍。現在、同大学2年。
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ロ、東京）で

優勝。

デジャネイ
ロ、東京）で

優勝。1111月
の広州月の広州

アジア大会
でも金メダ

ルを獲得。

アジア大会
でも金メダ

ルを獲得。

Ju
n

p
ei M

orishita

まつもと・
かおり　1

987年金沢
市生まれ。

６歳から地
元の岩井柔

道塾（金沢
市）で柔

道を始める
。金沢東高

校、帝京大
学に進

み、2010年
同大学を卒

業し、現在
フォー

リーフジャ
パンに所属

。昨年はワ
ールド

マスターズ
、グランド

スラム（パ
リ、リオ

デジャネイ
ロ、東京）で

優勝。11月
の広州

アジア大会
でも金メダ

ルを獲得。

写真提供：共同通信社
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松
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金
沢
春
菊
は
、
全
国
各
地
に
流
通
し
て

い
る
中
葉
系
の
春
菊
に
比
べ
、
切
れ
込
み

が
浅
く
、
１
枚
１
枚
の
葉
も
大
き
い
の
が

特
徴
で
す
。
葉
は
肉
厚
で
や
わ
ら
か
く
、

さ
ら
に
ク
セ
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
お

鍋
は
も
ち
ろ
ん
、
お
ひ
た
し
や
サ
ラ
ダ
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
料
理
で
楽
し
め
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と
し
て
人
気
上
昇
中
の

加
賀
野
菜
の
ひ
と
つ
で
、
県
内
で
栽
培
が

始
ま
っ
た
の
は
、
１
６
７
０
年
ご
ろ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
１
７
０
７
年
に
加
賀
藩

十
村
役
が
著
し
た
農
業
経
営
指
南
書
「
耕

稼
春
秋
」に
は
、金
沢
春
菊
が
市
内
に
広
く

出
回
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、

３
０
０
年
以
上
前
か
ら
金
沢
の
人
に
愛
さ

れ
続
け
て
い
る
冬
の
味
覚
と
言
え
ま
す
。

撮影協力／西本農園

切
れ
込
み
の
少
な
い

切
れ
込
み
の
少
な
い

大
葉
が
特
徴

大
葉
が
特
徴

使
い
道
い
ろ
い
ろ
。

柔
ら
か
く
ク
セ
の
な
い

冬
の
加
賀
野
菜

収
穫
時
期
：
10
月
下
旬
〜
4
月
下
旬

主
な
産
地
：
金
沢
市
、
か
ほ
く
市

金
沢
春
菊

27

金沢春菊は栄養価も高く、カロチンやビタミンB2などを多く含み、免疫力向
上に効果があると言われています。今回は、金沢春菊を使ったサラダと、最
近話題のケーク・サレ（塩味のケーキ）を組み合わせた一皿を紹介します。

サラダ
■金沢春菊 ………………………1把
■ズワイガニ（むき身） ……………120g
■カレー粉 …………………… 適宜
■シーザーサラダドレッシング …… 適宜

ケーク・サレ
【A】
■全卵 …………………………… 2個
■牛乳 ………………………… 70cc
■生クリーム …………………… 30cc
■サラダオイル ………………… 60cc
■パルメザンチーズ …………… 50cc
■ホットケーキミックス…………120g

【B】好みの具材 （200gほど）
■金沢春菊、スモークサーモン、タマネギ 
※春菊はゆでて粗みじん切りにしておく

材料（4人分）

1 Aの材料を混ぜ合わせる。

2 Bを加えて型に流し、180度に熱したオーブンで25分ほど焼く。
3 水に付けてパリッとさせた金沢春菊を皿に盛る。
4 ズワイガニのむき身を乗せ、カレー粉、シーザーサラダドレッ
シングをかける。焼き上がったケーク・サレを好みの大きさに
切り分けて、サラダに添えれば完成。

作り方

金沢春菊とケーク・サレの
ボン♡マリアージュ

か
な
ざ
わ
し
ゅ
ん
ぎ
く
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1362
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

I n f o r m a t i o n

小松空港協議会　TEL 076（225）1337
能登空港利用促進協議会　TEL 076（225）1336

　羽田乗り継ぎ便を使った小松空港・能登空港
発着の空の旅がとても便利です。羽田空港を経
由することで、直行便の就航していない全国各
地へスムーズにアクセスできます。例えば、小松
空港発着便では、庄内空港（山形県）間を最短2
時間50分、能登空港発着便では、鹿児島空港間
を同3時間で結んでいます。
　さらに通常料金に比べ、かなりお得に利用で
きる乗り継ぎ割引運賃を設定しています。
　快適な羽田乗り継ぎ便を、ビジネスや旅行な
どで、ご活用ください。

日本各地へGO!!

●問い合わせ 小松空港　　ホームページ　www.komatsuairport.jp/
 能登空港　　ホームページ　www.noto-airport.jp/

で
小松空港・能登空港発着

※航空券の予約・購入についての問い合わせは
　全日空、日本航空またはお近くの旅行会社までお願いします。


